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旅
行
会
社
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
も

Ｌ
Ｃ
Ｃ
連
続
セ
ミ
ナ
ー
で
集
大
成
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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感動のそばに、いつも。
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J
A
T
A
は
11
月
6
日
、
「
L
C
C
幹
部
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜
日
本
市
場

に
お
け
る
L
C
C
の
流
通
政
策
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

L
C
C
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
8
回
目
と
な
っ
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

議
論
の
集
大
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
1
4
0

人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
で
、
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
総
合
企

画
部
の
遠
藤
哲
部
長
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
グ

ル
ー
プ
日
本
支
社
の
片
岡
優
日
本
支
社
長
、
ス

ク
ー
ト
日
本
・
韓
国
支
社
の
坪
川
茂
樹
支
社
長

が
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
日

本
に
就
航
し
て
い
る
L
C
C
3
社
の
概
要
を

説
明
し
た
の
に
続
き
、
フ
ォ
ー
カ
ス
ラ
イ
ト

J
a
p
a
n
の
牛
場
春
夫
日
本
代
表
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。
モ
デ
レ
ー
タ
ー
が
各
種
の
統
計
資

料
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
過
去
の

セ
ミ
ナ
ー
で
勉
強
し
た
日
本
発
着
L
C
C
に
よ

る
座
席
供
給
シ
ェ
ア
の
推
移
な
ど
の
統
計
資
料

に
基
づ
い
て
、
日
本
の
L
C
C
市
場
の
将
来
性

に
つ
い
て
モ
デ
レ
ー
タ
ー
が
質
問
し
た
の
に
対

し
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
は
異
口
同
音
に
、
日
本
の

L
C
C
市
場
が
今
後
も
拡
大
す
る
潜
在
力
の
大

き
い
市
場
で
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
、
L
C
C

の
競
争
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
「
ア
ジ
ア
路
線
の

50
％
が
L
C
C
化
」
「
L
C
C
間
に
お
け
る
競

争
の
激
化
」
と
い
っ
た
予
想
を
踏
ま
え
た
上

で
、
「
販
売
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
旅
行
会
社
と

の
連
携
強
化
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
も
質
し
ま

し
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
L
C
C
に
よ
っ
て

直
売
や
旅
行
会
社
経
由
な
ど
チ
ャ
ネ
ル
ご
と
の

販
売
比
率
や
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
層
に
対
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
異
な
る
も
の
の
、
専

用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

案
内
を
は
じ
め
、
手
荷
物
な
ど
の
付
帯
サ
ー
ビ

ス
運
賃
を
含
む
団
体
運
賃
料
金
と
い
っ
た
旅
行

会
社
の
重
要
性
を
意
識
し
た
流
通
戦
略
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
方
空
港
な
ど
地
域
の
関
係
機
関

と
L
C
C
、
旅
行
会
社
と
の
協
業
に
よ
る
地
域

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
も
、
各
パ

ネ
リ
ス
ト
は
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
旅
行
会
社
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
L
C
C
と
の
協
力
や
連
携
を
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
る
か
を
考
え
る
格
好
の
機
会
と

な
り
、
終
了
後
に
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
名
刺

交
換
を
行
う
た
め
の
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
旅
行
会
社
が

L
C
C
を
取
り
扱
う
可
能
性
も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
Ｂ
２
Ｃ
モ
デ
ル
と
い
う

先
入
観
は
間
違
い
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
回
答
が

あ
っ
た
ほ
か
、
「
旅
行
会
社
が
地
域
と
積
極
的

に
関
わ
り
、
発
着
地
の
地
方
・
地
域
の
魅
力
を

企
画
に
活
か
し
た
旅
行
商
品
を
販
売
す
る
役
割

が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
強
く
意
識
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
L
C
C
連
続
セ
ミ
ナ
ー
は
、
政
策

検
討
特
別
委
員
会
（
委
員
長
＝
田
川
博
己

J
A
T
A
副
会
長
）
の
中
間
答
申
「
国
を
挙
げ

た
観
光
立
国
の
実
現
に
よ
る
旅
行
業
界
の
健
全

な
発
展
と
地
位
の
向
上
に
向
け
て
」
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
〝
L
C
C

本
格
就
航
へ
の
対
応
〞
の
施
策
の
一
つ
で
あ
る

「
L
C
C
全
般
に
わ
た
る
知
識
、
情
報
を
勉
強

す
る
機
会
の
提
供
」
を
目
的
に
、
多
面
的
な
切

り
口
を
テ
ー
マ
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

④オランダでは、主な駅前にはレンタサイクルが用意されていて便利。通常、デポジット（保証金）を
　支払うか、ID（パスポート）を預けて借りる。　これ正しい？

遠藤哲部長

牛場春夫代表

片岡優支社長

坪川茂樹支社長



委員会報告
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」が
誕
生

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
」と「
旅
フ
ェア
日
本
」を
統
合

■
総
合
テ
ー
マ
：
新
し
い
価
値
創
造
へ
の
挑
戦

■
開
催
日
時
：
２
０
１
４
年
２
月
26
日
（
水
）

13
：
00
〜
18
：
00
（
意
見
交
換
会
18
：
10
〜
19
：
30
）

■
場
所
：
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
　（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
）

■
特
別
講
演
：（
13
：
20
〜
14
：
20
　
60
分
）

長
谷
川 

閑
史
氏

公
益
社
団
法
人
経
済
同
友
会 

代
表
幹
事

（
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

テ
ー
マ
：
日
本
経
済
の
再
生
と

　
　
　
　
企
業
の
と
る
べ
き
道

■
全
体
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

（
14
：
30
〜
16
：
00
　
90
分
）

テ
ー
マ
案
：
新
し
い
旅
行
業
の

　
　
　
　
　
価
値
創
造
産
業
へ
の
挑
戦

│
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
│

○
モ
デ
レ
ー
タ
ー
　
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所
　
代
表
取
締
役
社
長
　
日
比
野
健
氏

■
テ
ー
マ
別
分
科
会
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
）

⒈
海
外
旅
行
関
係
に
つ
い
て
／
⒉
国
内
旅
行
関
係

に
つ
い
て
／
⒊
訪
日
旅
行
関
係
に
つ
い
て
／
⒋
女

性
の
活
躍
の
場
に
つ
い
て
／
⒌
旅
行
業
界
の
若
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

13
：
00
〜
13
：
20
　
主
催
者
挨
拶
、

　
　
　
　
　
　
　
　
来
賓
挨
拶
（
20
分
）

13
：
20
〜
14
：
20
（
60
分
）　
特
別
講
演

14
：
30
〜
16
：
00
（
90
分
）　
全
体
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ッ
シ
ョ
ン

16
：
10
〜
18
：
00
（
１
１
０
分
）　
テ
ー
マ
別
分
科
会

18
：
10
〜
19
：
30
（
80
分
）　
意
見
交
換
会

■
参
加
費
（
円
、
税
込
）

正
会
員
＝
８
５
０
０
円

﹇
女
性
及
び
20
代
・
30
代
社
員
＝
分
科
会
の
み
２
０

０
０
円
／
分
科
会
＋
意
見
交
換
会
５
０
０
０
円
﹈

協
力
会
員
＝
８
５
０
０
円

国
内
賛
助
会
員
＝
１
万
２
５
０
０
円

会
員
外
＝
１
万
５
５
０
０
円

■
参
加
申
込
み
：
２
０
１
４
年
１
月
初
旬
よ
り

※

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
時
間
等
に
つい
て
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４

開
催
概
要
決
定
！
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１
〜
３
ペ
ー
ジ
で
詳
報
の
通
り
、
J
A
T
A

の
菊
間
潤
吾
会
長
と
日
観
振
の
山
口
範
雄
会
長

は
11
月
8
日
に
開
い
た
共
同
会
見
で
、
「
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
旅
博
」
と
「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
を
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

て
、
観
光
産
業
の
み
な
ら
ず
全
産
業
や
地
域
の

力
を
結
集
し
た
日
本
を
代
表
す
る
旅
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
海
外
旅
行
・
訪
日
旅
行
・
国
内
旅

行
の
振
興
を
図
る
た
め
国
内
外
に
「
観
光
立
国

＝
日
本
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
「
旅
フ
ェ
ア
日
本
」
は
今
年
で
18
回
目
の
開

催
と
な
り
、
国
内
1
2
0
地
域
か
ら
企
業
・
団

体
が
出
展
す
る
日
本
最
大
級
の
観
光
博
覧
会

で
、
国
内
観
光
の
魅
力
を
幅
広
く
伝
え
る
た

め
、
「
見
る
」
「
知
る
」
だ
け
で
な
く
、
旅
の

楽
し
さ
を
「
体
験
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
〝
旅

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
〞
と
し
て
多
く

の
来
場
者
を
集
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」
組
織
委
員
会
が
運
営
す

る
こ
と
に
な
り
、
委
員
長
に
日
観
振
の
山
口
会

長
、
副
委
員
長
に
J
A
T
A
の
菊
間
会
長
が
就

任
し
て
い
ま
す
。

（
※
1
〜
3
ペ
ー
ジ
に
菊
間
J
A
T
A
会
長
と

山
口
・
日
観
振
会
長
の
対
談
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
）

　

J
A
T
A
広
報
委
員
会
は
11
月
13
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
、
一
般

紙
・
経
済
誌
の
論
説
委
員
や
編
集
委
員
、
記
者

な
ど
を
対
象
と
す
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
菊
間
潤
吾
J
A
T
A
会
長
は
、
24
人
が
参
加

し
た
懇
談
会
の
冒
頭
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
や
海

外
渡
航
自
由
化
50
周
年
、
訪
日
旅
行
市
場
の
課

題
、
J
A
T
A
の
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
の
小
笠
原
忍
委
員
長
が
、
「
海
外

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
遷
と
今
後
の
展
望
」
に

つ
い
て
、
資
料
を
ベ
ー
ス
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
か
ら
は
、
「
業
界
の
動
向
が
理
解

で
き
た
」
「
海
外
渡
航
自
由
化
に
つ
い
て
記
事

に
し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
や
意
見
も
出
る
な

ど
、
渡
航
自
由
化
50
周
年
を
前
に
旅
行
業
界
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
※
「
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
遷
と
今
後

の
展
望
」
の
資
料
は
、
J
A
T
A
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

価
値
創
造
産
業
へ「
女
性
の
役
割
」強
調

田
川
博
己
J
A
T
A
副
会
長
が
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演

　

J
A
T
A
と
日
本
旅
行
業
女
性
の
会

（
J
W
T
C
）
は
11
月
11
日
、
東
京
・
霞
が
関

の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
「
新
し
い
旅
行
業
と

女
性
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
た
J
A
T
A
の
田

川
博
己
副
会
長
は
、
来
年
が
海
外
渡
航
自
由
化

50
周
年
に
当
た
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
50
年
前

に
は
ど
う
い
う
価
値
観
を
持
っ
て
い
た
か
を
も

う
一
度
思
い
起
こ
し
、
過
去
と
現
在
と
未
来
を

セ
ッ
ト
に
し
て
J
A
T
A
と
し
て
新
し
い
需
要

創
出
・
価
値
創
造
を
目
指
す
べ
き
」
と
い
う
考

え
を
示
し
た
上
で
、
旅
行
業
を
取
り
巻
く
環
境

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
川
副
会
長
は
、
価
値
創
造
産
業
へ
の
転
換

に
お
け
る
女
性
の
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
皆
さ
ん
に

は
、
主
体
性
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
と
、
産
業

の
成
否
を
握
る
女
性
が
中
核
に
存
在
し
て
い
る

事
実
を
認
識
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

い
」
と
語
り
、
「
女
性
に
よ
っ
て
新
し
い
旅
行

業
が
創
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま

た
、
応
援
し
た
い
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
J
A
T
A
と
J
W
T
C
は
、
観
光
産
業
の
未

来
や
女
性
の
さ
ら
な
る
登
用
・
働
き
や
す
い
職

場
環
境
を
目
指
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
し
て
お

り
、
第
1
回
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
J
A
T
A
の
菊

間
潤
吾
会
長
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

渡
航
自
由
化
50
周
年
な
ど
説
明

一
般
紙
・
経
済
誌
の
論
説
委
員
ら
対
象
に
懇
談
会

⑤チューリップの一番の見頃は、4月中旬から5月初旬である。
　これ正しい？



委員会報告

訪
韓
日
本
人
旅
行
者
の
復
活
へ
活
発
に
議
論

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ・Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
観
光
促
進
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
が
初
会
合

⑥ブリュッセルのグラン・プラスにある"ブリュッセル最長老市民"といわれる市民のアイドル小便
　小僧は、世界的に有名で、多くの衣装が市に送られてくるという話もある。　これ正しい？
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J
A
T
A
と
韓
国
旅
行
業
協
会

（
K
A
T
A
）
が
設
置
し
た
観
光
促
進
ワ
ー
キ

ン
グ
部
会
は
11
月
4
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
全

日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
第
1
回
会
合
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
は
、
今
年
9
月
の

「
J
A
T
A
旅
博
」
期
間
中
に
開
か
れ
た

J
A
T
A
・
K
A
T
A
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

訪
韓
日
本
人
旅
行
者
数
の
回
復
と
韓
国
地
方
観

光
の
活
性
化
を
目
指
し
て
設
置
が
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
会
合
の
冒
頭
で
、
林
田
建
夫
部
会
長
が
「
来

年
は
日
本
に
お
け
る
渡
航
自
由
化
50
周
年
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

し
て
、
日
本
か
ら
の
訪
韓
旅
行
を
盛
り
上
げ
た

い
」
と
挨
拶
し
た
の
に
対
し
、
韓
国
観
光
公
社

の
李
太
永
部
長
は
「
昨
年
9
月
か
ら
訪
韓
日
本

人
旅
行
者
数
が
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
成
長

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
韓
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
10
月
以
降
は
前

年
比
で
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
見
通
し
だ
が
、
さ
ら

な
る
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
請
し
ま
し

た
。

　
韓
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
と
課
題
を
め
ぐ
る

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
韓
国
側
か
ら
「
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
風
評
被
害
を
何
と
か
し
た
い
」
「
日

本
市
場
で
の
激
し
い
価
格
競
争
の
シ
ワ
寄
せ
を

受
け
る
韓
国
の
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
限
界

に
来
て
い
る
」
「
10
年
前
の
ア
カ
す
り
ブ
ー
ム

や
韓
流
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
ヒ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

が
求
め
ら
れ
る
」
「
法
人
営
業
担
当
者
が
安
心

し
て
韓
国
を
売
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

研
修
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
安
全
・
快
適
な
韓
国
を

見
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
の
に
対

し
、
日
本
側
か
ら
は
「
渡
航
自
由
化
50
年
を
機

に
成
熟
し
た
旅
行
者
を
増
や
す
た
め
、
付
加
価

値
の
高
い
旅
行
を
提
供
す
べ
き
」
「
中
高
年
を

中
心
に
人
気
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
テ
ー
マ
素
材
を

検
討
し
た
ら
ど
う
か
」
「
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
と

初
心
者
向
け
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
た
展

開
も
必
要
」
な
ど
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
会
合
は
、
来
年
1
月
15
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

2
0
1
6
年
末
ま
で
に
訪
米
旅
行
者
数
4
5
0
万
人
へ

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
ジェク
ト
が
始
動

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
（
本
部
・
米

国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
ク
リ
ス
・
ト
ン
プ
ソ

ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
今
年
10
月
、
日
本
か
ら
米
国

へ
の
日
本
人
観
光
客
拡
大
を
目
指
し
て
「
日

本
・
ア
メ
リ
カ
旅
行
促
進
部
会
」
（
英
文
名
：

D
iscover A

m
erica Project

）
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
は
新
た
に
米
国
大
使
館
商
務
部
か

ら
も
参
画
を
得
る
な
ど
、
構
成
メ
ン
バ
ー
も
強

化
し
た
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
米
国

へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
末
ま
で
に
日
本
か
ら
米
国
へ
の

年
間
渡
航
者
数
４
５
０
万
人
の
達
成
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
取
り
組
み
は
、
次
の
通

り
で
す
。

　
⑴
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
広
告
活
動
と
旅
行
会

社
の
販
促
活
動
の
連
携
強
化
、
⑵
旅
行
会
社
の

啓
発
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
（
深
堀
り
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
、
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

な
ど
）
、
⑶
新
規
旅
行
商
品
促
進
策
（
ツ
ア
ー

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
）
の
実
施
、
⑷
日
米
姉
妹
都

市
間
の
交
流
促
進
を
通
じ
た
旅
行
需
要
の
喚
起

（
交
流
体
験
記
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
）
、
⑸

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
及
び
ア
メ
リ

カ
・
Ｉ
Ｐ
Ｗ
（
パ
ウ
ワ
ウ
）
の
相
互
参
加
の
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
、
⑹
定
期
的
な
業
界
会

議
を
通
じ
た
日
米
旅
行
業
界
間
の
交
流
促
進
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
「
日

本
・
ア
メ
リ
カ
旅
行
促
進
部
会
」
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
海
外
旅
行
促
進
部
、
担
当
＝
山
本
、

飯
田
、
重
田
、Em

ail
＝yam

am
oto@

jata-
net.or.jp

）
へ
。

ホ
テ
ル
の
拡
充
が
将
来
的
な
課
題

コ
タ
キ
ナ
バル
研
修
ツ
ア
ー
で
意
見
交
換

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
と
マ
レ
ー
シ
ア
航

空
は
、
同
航
空
に
よ
る
成
田
か
ら
コ
タ
キ
ナ
バ

ル
へ
の
直
行
便
再
就
航
を
機
に
、
旅
行
会
社
と

メ
デ
ィ
ア
の
関
係
者
を
対
象
と
す
る
研
修
ツ

ア
ー
を
、
10
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

　
29
日
に
は
、
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
で
サ
バ
州
政
府

観
光
局
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
日
本

側
参
加
者
ら
が
「
ア
ジ
ア
の
競
合
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
の
訴
求
力
が
弱
い
」
「
直
行
便
は
再
就
航
し

た
が
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の

課
題
を
指
摘
。
現
地
側
は
「
市
内
の
3
つ
星
ク

ラ
ス
の
ホ
テ
ル
等
、
主
要
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
以

外
も
使
っ
て
ほ
し
い
」
「
サ
ン
ダ
カ
ン
や
エ
コ

ツ
ア
ー
な
ど
他
の
地
域
に
も
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

日
本
市
場
で
は
「
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
＝
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
」
と
い
う
認
識
が
根
強
く
、
長

期
的
に
5
つ
星

ホ
テ
ル
の
増
加

も
必
要
な
こ
と

か
ら
、
双
方
は

「
ホ
テ
ル
の
拡

充
が
今
後
の
課

題
」
と
い
う
認

識
で
一
致
し
て

い
ま
す
。

コタキナバルの観光開発について活発な意見交換がなされました


